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の直接的な原因は、新中国成立以降の人口増加と食糧増産を目的とした急速な農地拡大にある。現在でも傾斜地に等高線状に刻まれた段々畑の跡をあちこちで目 すことが きるが、このよう 耕作条件の悪い傾斜地で 農地拡大に
よって土壌浸食は加速した。一九九〇年代末に始まった退耕還林政策によって、傾斜地の多くはすでに耕作を停止し植林が行われている。このように、黄 高原 環境は人為的に破壊され きたと考えられている。　
黄土高原では天水依存の生産性
の低い農業が耕地の拡大 もたらし、その結果森林破壊や土壌流失を激化させ、限られた耕地の流出によってさらなる食料の欠乏を招






















































（右）鋭く大地を抉る侵食谷と残された「梁」（山西省中陽県、2009 年 9 月筆者撮影）


















































































































































は、一九五〇年代 ばにマメ類などの抗乾燥作物が普及し灌漑建設事業が行われた後であったという（歴史的な大飢饉が発生した大躍進期を除く） 。西北地域は歴史的経緯から毛沢東へ 支持が強いが、この女性にとって飢餓から民を救った指導者の存在は神に等しかったであろう。白銀市で訪ねた別の村では紅軍行軍の史跡があるということで、村の幹部は共産党の歴史教育や史蹟による観光産業の振興に熱心に取り組んでいた。　
会寧は人口五十数万人の小さな
県であるが、毎年大学の統一試験で成績上位にランクインし、清華大学や北京大学など名門 卒業生を多く輩出す 教育熱心な県
である。科挙に例えて「状元県」として全国に名が知られている（参考文献⑦） 。この家の孫たちも中学と高校へ進学するため、家を離れ学校の寮に入っている。孫たちは祖母の若いころの苦労話を聞くのを敬遠する いう。改革解放後の希望に満ちた中国しか知らない孫たちにとって、祖母の話はあまりに悲惨すぎるのかもしれない。教育という切符を手に貧し村を離れて新しい世界へ旅立っていく孫たちは、一家にとってまさに希望の灯なのだろう。話が終わって外に出ると、停電の村の上空に満天の星が瞬 ていた。この女性と記念写真を撮りたいと申出たが、彼女は写真を撮られると寿命が縮む 信じ いるとのことで残念ながら実現しなかった。　
以上の黄土高原における二地域





























 田林明［二 〇〇］ 「
泾
恵渠・
洛恵渠における農業水利システムの特徴」 （ 『アジア遊学』 〔特集：黄土高原の自 環境と漢唐長安城〕二〇号）勉誠出版、六一―七三ページ。
⑦
 李志中主編［二〇〇八］ 『会寧史話』 〔甘粛史話叢書〕甘粛文化出版社。
写真 3　台地の上の村（甘粛省白銀市会寧）
（上・中）村の住宅（下）水窖（2012 年 9
月筆者撮影）
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